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回収技術の開発経過

宇宙科学研究所雛回忌紀

ここでいう回収技術とは，観測ロケット搭載機

器をパラシュートで減速緩降下させ，その途中飛

行機で機内に収容する空中凪収あるいは海面着水

後に浮遊させ回収船でこれを収容する海上回収技

柿jのことである。

わが国における搭載機器回収の最初の試みは，

東京大学生産技術研究所で独自のロケット開発研究

が始まったばかりの頃に遡る。昭和 30 年早くもべ

ービ -R 型による予備実験が，続いて昭和 33 年こ

れをもとにカッノ吋型による太陽分光装置の海上

回収実験が数回にわたり行われている。しかしこ

れ以後，凪収技術がタブー視された風潮のためか，

この種の試みは最近まで中断のままであった。

この間関連したものとして，昭和 40 年代前半に

数kg 程度の小型搭載機器を対象とした高々度から

の緩降下システムの開発研究がなされ，気象庁と

共同開発の MT-135P 型および S -160 型ロケット

で緩降下実験が行われた。特に後者は液体蒸気圧

を利用した強制開傘方式で，筆者もその開発に参

加させて戴く機会を得た。

昭和 50 年頃になると，姿勢制御装 i民などを含め

たより重量の大きい搭載機器回収への要望も強ま

り，また周囲も回収開発を認知しようという情勢

となり，我々も昭和 53 年度より回収システムの開

発に着手することとなった。

米固などでは空中回収が一般的であるが，我々

は飛行機利用は望めなし iiLj; I二回収を前提として，

当初 S -310 型ロケット月]の凶収システムが般討さ

れた。減速緩降下システムには高度 10km ~;j 後此は

それ以下で用いる 2 段階ノぐラシュ一トシステム l

ノマイロットシュートおよびこれによって I) I き山さ

れるメインシュートからなるもの)が開発研究さ

れ，その機能推認のためへリコプタからの投 I ，"J:

験が昭和 53 年 8 片埼玉県渡良瀬遊水池上 fE て'j二地

された。搭載 8 ミリカメラではノ寸ラシュート放 I I'，

開傘過程が鮮明に撮;;~され，最初 Jのft 豆なデータ

が取得された。つづいて同年 10 月三陸大丸球実験

所( SBC) で85-92により実施された投下実験

も満足すべき成果であった。

ついで昭和54年度夏期の L-4SC- 5 号機にお
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回収された 5-520-4 号機回収部

ととし，また目標も S -520型ロケット用のものに

変更限定して回収システムが再検討された。十分

に補強されたパラシュート系の機能確認のためへ

リコプタからの投下実験が今年 4 月末から 5 月初

めにかけて能代実験場で行われ，結果に何ら問題

なく， S-520-4号機による回収実験が計画通り進

められる運びとなった。まずその予備実験として，

実機と全く同様の装置の投下実験が今年 6 月 9 日

SBCでB30-41 を用いて行われ， 全く正常であっ

たのでいよいよ 4 号機の実験に進むことになった。

気球実験と異なり，飛しょう時の空力加熱に対処

するため可能な限り耐熱策が施きれた。回収部は

総重量 138 kgで，形状は円錐・円筒・載頭円錐，

寸法は全長1070mm，円筒直径 524 mmで，前後円錐

部に耐熱用のコルクが被覆された。問機は今年 9

月 5 日午前10時00分00秒に発射され，正常に飛し

ょっし，科学観測も順調に行われた。回収実験は，

まず発射後 367 秒に電波指令で回収部単独とされ，

ついで同 507 秒および 542 秒にパイロットシュー

トおよびメインシュートの放出開傘が実行されて

緩降下に入ったことが，回収船および内の浦のテ

レメータデータで確認された。メインシュート放

出後約 6 分

30秒で内の

浦南東約320

kmの海面に

着水した。

探索用飛行

機からは着

水数分後に

早くも浮遊 5-520-4号機回収部(実験前)

バッグ発見

の第一報が

寄せられた。

一方回収船

は位置標定

システムに

従って回収

部に接近，

午後 1 時50

いて S -310型のものを

応用した回収実験が計

画されることとなった。

減速緩降下システムに

は寸法等の相異はある

が，同種のものが用い

られ，浮遊システムに

は C02 ボンべによりパ

メインシュート放出開傘過程の様子 ッグを膨張展開させる
(53年 8 月 28 日ヘリコプター投下実

験にて搭載 8 ミリカメラで撮影) 方式のものが急ぎ開発

された。バッグ形状は位置標定システム用の線状

アンテナが内蔵されるため細長い円錐状にされた。

浮遊位置探索システムにはロラン C を応用した新

方式の位置標定システムが開発きれた。 5 号機に

搭載された回収部は総重量 320 kgで，円筒・円筒

・載頭円錐形状のもので，前方の円筒部は各ノマラ

シュートの収納容器で，後方の載頭円錐部は着水

衝撃緩和用のものである。 5 号機は昭和54年 9 月

打上げられた。回収部の実験はパイロットシュー

ト放出までの事項は実行きれたものの，その過程

でメインシュー卜放出機構に損傷が生じた模様で，

以後に予定の事項は実行きれずにそのまま海面に

激突し，水没したものと推定きれた。この一因は

パイロットシュート放出時の姿勢が，放出方向を

気流に対向きせるような向きであったためであり，

気圧スイッチの取付方法にも問題があることが判

明した。何とか早く実用化に漕ぎつけたいという

ことで，保護用外板の取付け，放出時の気流の影

響を緩和するためのパイロットシュート収納容器

蓋への円錐状キャップ取付，あるいは動庄の受感

を低くする気圧スイッチ取付方法，などの対策が

施された他は 5 号機のものとだいたい同じ様な構

成の装置(重量 192 kg，形状は円錐・円筒・載頭

円錐状)の投下実験が昭和55年 5 月 SBC で B30

37を用いて行われた。メインシュート放出開傘直

後，パラシュート系の破損により本来の緩降下に

ならず，またも実験は不成功に終ってしまった。

ここで基本方針を1)パラシュー卜系に含まれる

不確定きを考慮してできるだけ大きな安全率を確

保し， 2) 当面このために総重量を極力軽減するこ
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分船上に無事これを収容した。船からの観察第一

声は「外板のペンキは熱でくすんだようになって

いる。底部も黒 f 焦げている。バッグその他は異

常なしりというものであった。 6 日正午前，回収

船が帰港し，回収物体と対面できたが百聞は一見

に如かずの感を改めて強くした。

以上が好余曲折，惨悟辛苦したのちやっと一息

つくまでの開発経過の概ましである。開発の遅れ

と不十分な成果の責任は全てまとめ役の筆者にあ

り，それにも拘わらず開発に携わらせて下さって

きた同僚，諸先生方に改めて感謝の意を表すると

ともに，今後この万分のーにもお応えすべく努力

する所存である。また回収システム開発チームの

方々には始終右往左往させて多大のご迷惑をお掛

けしたことを心よりお詫びするとともに今後も変

わらぬご協力をお願いする次第である。

r--

拠せ…………………ヲ

r--

女仮設研究棟完成のお知らせ

研究室の不足解消のーっとして，建設中の研究

棟が構内南側テニスコート付近に完成しました。

建物は，プレ

ハブ鉄骨，軽量

気泡コンクリー

トパネル造 2 階

F 碍/建 299m'\

理 E\延 592m'!

.芸で部屋数は 1 階

10室， 2 階 11室

計21室となっており，主として新任教官の研究室

として使われることになっており，宇宙圏研究系，

太陽系プラズマ研究系，惑星研究系，宇宙探査工

学研究系，衛星応用工学研究系及び客員教官の研

究室，輪講室，観測部室等です。

*ロケットの作業スケジュール (12 ， 1, 2 月)

太陽系科学シンポジウム

-期 日: 12月 11 日幽， 12 月 12 日仕)

・場 所:宇宙科学研究所(旧宇宙航空研13

号館講堂)

・問合せ先:宇宙科学研究所 共同利用係

(467)1111(内 )235

大気球シンポジウム

-期 日: 12 月 17 日休:)， 12 月 18 日幽

-場 所:宇宙科学研究所(旧宇宙航空研 13

号館講堂)

・問合せ先:宇宙科学研究所 共同利用係

(467)1111(内 )235

12 月 月

5 10 15 20 25 31 5 10 15 20 25 31

(KSC)
延期可能

K-9M-73 (字) K-9M-73|

打上げ作業 X=18:20
搭載機器再組立 (KSC)

延期可能

5-520-3 (字) (KSC) 5-520-3|

打上げ作業 X=20:00

CN シミュレーションアスト等 地上オベレーンヨン
2 月

(NTC) l 5 10 15 20 25 28

液酸・液水 7 トンエンジン・シスアム試験 (KSC)
延期可能

K-9M-72| 3

打上げ作業 X'=ll:OO

)内は作業所 (KSC)
延期可能

(NTC):能代
K-9M-74|

(字) :~宇宙研(駒場) (KSC):内之浦
打上げ作業 X=2l:30
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II 三陸短信 II 大気球第二次実験終る

8 月 25 日の三陸大気球観測所開設十周年の記念

式典が終って，今年の第二次大気球実験がはじま

った。終了したのは 10月 4 日である。この間放球

した気球は別表に示す通り 6 機であった。第 2 次

実験においては回収を必要とする機器については

8 月末，やや長時間観測を要するものについては

9 月下旬に放球を行ったため，前期と後期にわか

れて実験が行なわれたことになる。

観測の結果については現在データを解析中であ

り，その結果がまたれる所であるが，飛朔中のデ

ータより見て全機ほぼその目的を達したものと思

われる。

今期は B30-42， B50-19などで全重量 500 kg を

越えるものがあったが，新しく採用した「立て上

げ方式」と呼ばれるランチング方式により安定に

放球することができた。

今後重量物の機器についてはこの方式により放

宇宙輸送と推進系シンポジウム

・期日: 12月 21 日(月)， 12月 22 日(刈

-場所:宇宙科学研究所45号館会議室

・問合せ先:宇宙科学研究所 共同利用係

(467) 1111 (内 )235

球が可成り安定して行なえる様になるものと考え

ている。

B5-109 の方向制御試験はリアクションホイール

を用いた制御であり，比較的簡単に数分角以下の

精度で制御を行なう方式である。今後やや精度を

必要とする制御については従来の「よりもと oし制御」

にかえてこの方式を採用して行くことになると思う。

残暑まだきびしい 8 月の末にはじまった実験も，

終了の頃は，三陸の山々の木々が紅葉しはじめて

いた。

〈放球表〉

気味名
放E求

実験自 的 到達高度 備考
月日

85-109 8.29 方向制御試験 27km 回収

815-51 9.2 グラフ剖サンフ。リング 28km /I

830-42 9.5 太陽望遠鏡 28km /I

85-110 9.21 グフイテーングシュート 26.5km /I

85-106 9.29 成層圏エアロゾル 26km

850-19 9.30 宇宙線重粒子 32km 28 時間観測

~表紙カット~ 5 月 31 日 三陸大気球観測所か

ら 30cm 気球望遠鏡 BAT-2 号が放球された。 BAT-2

号は機械技術研究所と東京大学理学部が協力して

開発に当ってきたもので， 2 段階制御により l 秒

角の精度で恒星を追尾する。来年度からはフーリ

エ分光器を搭載して赤外分光観測を行なう。

人事異動 (56.4.14-56.7.31)

(8 月以降の人事異動については次号に

掲載します)

発令
氏名 異動事項 現(旧)官職等

年月日

(併任)

56.7.1 関口 豊 技術部基礎技術 宇宙探査工学

課長 研究系助手

" 相原公一 技術部機器開発 宇宙探査工学

課長 研究系助手

" 市 満 観測部観測管制 システム研究

課長 系助手

(採用)

6.7.16西村敏充 システム研究系

教授

" 中谷一郎 宇宙探査工学研

究系助教授

" 斉藤宏文 宇宙探査工学研

究系助手
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発令
氏名 異動事項 現(旧)官職等

年月日

(採用)

56.7.1 成尾芳博 宇宙推進研究系 技術部教務補

助手 佐員

(昇任)

" 辛島桂一 字宙輸送研究系 宇宙輸送研究

教授 系助教授

" 岩間 村長 宇宙推進研究系 字宙推進研究

教授 系助教授

" 栗木恭一 宇宙推進研究系 宇宙推進研究

教授 系助教授

" 長友信人 衛星応用工学研 システム

究系教授 研究系助教授

" 小野田淳次郎 宇宙輸送研究系 宇宙輸送研究

助教授 系助手

" 大塚正久 宇宙輸送研究系 宇宙輸送研究

助教授 系助手
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A主主 L!i £~
おもにパドヴァの記

松尾弘毅

9 月 10 日夜ローマ着。途中コペンハーゲン濃霧

のため乗継ぎ便に間に合わず， ドゴール空港で 5

時間フテ寝。

翌金曜より IAF (国際宇宙航行連盟)大会に出

席。すでに会期末の雰囲気。 1 日半の出席で 3 万

円はチト高い。午前プラネット A について伊紙の

インタビューに応ずる。午後総会出席。土曜午前

セッション出席。何はともあれ“ローマの半休日;

早速グレゴリー・ペックの真似をしに出掛ける。

ほら，あの，あったでしょ。手首が抜けなくなっ

て大騒ぎする場面。

13 日主目的地ノぞドウ、アへ発。話せば長くなるが，

要するに前日予約確認したのがあだとなって予約

の便に乗り損う。便数多くて大事には至らず。

13 日より 15 日まで“宇宙船によるハレー茸星探

査に関わる第 l 回関係機関会議:参加は米国 (N

ASA) , ソ連(科学アカデミ一) , ヨーロッパ(E

SA) , 日本(ISAS)o 13 日夜 ESA招宴。代表団

全員のほか夫人，秘書の出席もあってなかなか華

やかな雰囲気。当方撫然。酎のころ小田教授長駆

ミュンへンより車で到着。ただちに軽妙なスピー

チで場をさらう。宴に先立って近くのScrovegni

教会訪問，ジオットのフレスコ壁画を見学。その

中の l 枚“メイジャイの礼拝"の画 (1303) に 13

01年出現のハレーをかたどった星が描かれている。

神父様より壁画すべてについて説明を受ける。が，

何しろ“ベツレへムの星"だろうといイノマネマの

娘"だろうととんと素養がないので，全部で36枚

あったことくらいしか分らない。皆に英訳してく

れたESAのドクター・マンノが特にやってきて，

“分ったか"とのこと。要するに，誰が見ても分

つてない顔つきを私はしていたらしい。

14 日より本会議。会場のパドウボァ大学は何しろ

由緒ある大学で，会議室入口にはコペルニクスの

胸像などあって荘重なることおびただしい。

招集者ESAの司会で，ソ連，日本，米国， ESA

の順で現況説明。米国は固有の計画がないので，

かわりに IHW (国際ハレー監視計画)に関する提

案あり。トピックスとして，ハレーのダストモデ

jレとそれの衝突からの宇宙船の保護に議論が集中。

ことにIn SItu の計測に重点を置き，核の太陽側 500

km を通過させようとしている ESA にとっては深刻

で，現在も精力的に検討中。ソ連は約 l 万km 前後

のところを通過させる予定のようであるが，微細

構造はなお流動的な模様。遠隔観測を目的とする

わがプラネット A にとってはそれ手呈問題ではない

が，十分安全な距離の検討は必要。

15 日午後，今後の方針として，

1. 4 機関の代表からなる計画調整グループを

設け年 l 回会合する。

2. その下に“ハレ一環境" “プラス、マ科学"

“宇宙航行及びミッション最適化"の 3 ワー

キンググループを設ける。

3. 地上及び地球周囲衛星からの観測は IHW と

して NASA を中心に組織し， 4 機関はこれに

協力する。

ことに合意して散会。会議はきわめて有意義で，

ことにソ連の協調的な姿勢が目立つ。この点につ

いてはアヴィエーションウィークに同趣旨の記事

あり。

最後に，北上してノルウェーのアンドイヤ基地

へ。 S -520 ロケット打上げの可能性の調査。技術

的には問題なし。レンジセイフティのおおらかき

にはわが総務班の労苦を思い溜息。風光明掘の地

で歓待を受け，初対面だが気心知れた感じで内之

浦の山育ちには心和む 1 日であった。

パリ経由で帰国。手荷物一時行方不明でまたも

ドゴール空港で 3 時間フテ寝。
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年にまに

女宇宙からの地震予知

人工衛星，月，そして宇宙の果ての準星をつか

つて地球上の大陸の運動を測り地震予知に役立て

ようという計画が， NASAを中心とする世界の科

学者によって始められょっとしている。方法は簡

単，人工衛星などを基準に大陸の位置を 5 em とい

う精度でピタリと決めてやればよい。これによっ

て年間 1 -20emの速さで動いては，火山を爆発さ

せたり地震を起こしたりしている大陸の運動を直

接測り，地震のメカニズムを探ろうというわけだ。

この計画，地震王国でありかつ火山王国である日

本としては大いに期待きれるところ。

(NASA News , 1981年 8 月)

動物と地球磁場
戸小戸、 f宍k

1-\い誉宙

動物が地球の磁場を感知して，生活に役だてて

いるという事実がこの10年間に次々と明らかにな

ってきた。米国や西ドイツ，英国での大がかりな

実験により，鳩や蜂をはじめ鯉やノ〈クテリアに至

るまで， 「地球が磁力をもつこと」がこれらの動

物にとって生活の必須条件になっていることがわ

かったのである。実験では，これらの動物の挙動

とその場所での磁場の強き，向きが徹底的に調べ

られた。日常生活への便利さのみならず，ある生

物にとっては，地磁気による方向探知は，種族の

存続にかかわる重大な問題でもある。宇宙にわれ

われの地球が誕生して以来，地球磁場の極性が何

度も逆転したという証拠が示されているから，現

在繁栄している生物は，いまの極性(つまり南極

に N ，北極に S) に適応している， といえるかも

しれない。日本付近の鮭が，寒い場所へ行くつも

りで，地磁気の逆転を知らず，どんどん南へ下っ

てしまったら，生きてゆけないからである。北半

球の畦にとって，寒い方向とは，現在の極性では，

磁石が北を指す向きなのである。

米国コーネル大学のグループは，夜間，鳩の頭

に人工の磁場を発生するへルムホルツコイルをつ

けて放ったところ， とんでもない方向に飛んでし

まうことを確認した。ただし，同じことを昼間行

なっても，鳩はまちがわずに目的を達するため，

鳩は太陽光と地磁気の両方をもとに方向探知を行

なっていることがわかる。太陽フレアーにより，

磁気嵐が発生し，地磁気の強きが10%程度変化す

ると，伝書鳩の方向探知能力はぐんとおちる。

ではこれらの動物はいかにして磁場を察知する

のだろうか。今のところ，それぞれの動物の体内

に磁場によって力をつけるマグネタイトがあるの

だろうと考えられている。このマグネタイトを直

接探し出す努力も行なわれている。ごく最近，カ

リフォルニア大学のグループらは，太平洋に広く

すむイルカの大脳の硬化した部分に 2X 1O- 5gauss ・

em'程度の磁気モーメントをもっ部分があることを

見つけた。この発見は， u甫乳動物としては初めて

のことであり，人聞の頭もこのようなマグネタイ

トを保持しているかもしれないと，この分野の研

究者は色めきたっている。英国では，目かくしを

してへルムホルツコイルを頭につけた人間を使い

方向探知能力のテストが始まっている。人聞の場

合，他の動物と違い目かくしをされたり，実験台

に上らされると，脳がいろいろ複雑なことを考え

がちで，心理的に実験はなかなかうまくいかない。

なるべく単純な人にテスト台に上ってもらう必要

がある。

読者の中にも， 27 日周期で頭がクラクラとなっ

たり，逆に急に冴えわたる人がいるかもしれない。

太陽フレアーによる地球磁場の乱れは，太陽の自

転周期27 日ごとにおきるからである。

京都産業大一 上出洋介

/ー\
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パルサー
ー小戸、「宍ト\

\匂J 誉宙

能代実験場アラカルト

光，電波， X線などのパルスをくり返し周期的

に出す天体をパルサーと呼ぶ。 1967年イギリスの

電波天文グループによって発見された当初は，そ

の周期が極めて正確なため，宇宙人からの通信信

号かと騒がれたこともあったが，その正体は高速

で自転する中性子星と判明した。

中性子星とは，中ぐらいの質量の星が進化の果

てに行きつく超高密度の奇妙な天体。その質量は

太陽ていどなのに半径は 10km ぐらいしかなし中

心部にはほほ裸;の中性子がぎっしり詰まっている。

その存在は，理論的には 1930年代から予言きれて

いた。宇宙人は居なかったけれど，パルサーの発

見によって，この幻の天体の実在がついに検証さ

れたのである。

親の星が重力で縮んで中性子星ができる際，磁

場がくわえ込まれるので，中性子星は 1012 方ウス

という途方もない強さの磁場をもつらしい。この

磁場で周辺のプラズ、マをかき回す結果，自転に同

vlfγ川〔
rr,!» I・Eιl 吋(

JVYk C'滞晶

宮

「いも焼酎」に，ユーモアとペーソスの溢れた

文体でしかも柔かい文章をとの依頼があった。し

かし寄稿するのに困ったことが 3 つほど出てきた。

まずその第ーはこの様な文体及び文章を書く文才

に乏しい，第二に能代は焼酎ならぬ清酒のメッカ

である，第三に能代実験場は固体ロケットエンジ

ンと液体ロケットエンジンのコウナン両方のエン

ジン試験を行っており，どの程度の柔らかさを持

った文脈で進行すればよいのかナンコウすること

が予想きれたことなどである。それでも編集委員

の方は何でもよいから兎に角書いてくれとの事だ

った。どちらかといえば調子に乗る方なので，そ

れではと言う事で気が向くまま筆の歩くままに文

壇に踊り出た次第なので悪しからず。きて能代実

験場とはどんな所で又そこにはどんなエピソード

期した電波ノりレスが出る。電波のパルサーは周期

1 秒ほどのものが多く，輯射にエネルギーを費す

ので少しづっ回転が遅くなってゆく。全天で 300

個以上が知られている。

中性子星がふつうの星と接近した連星をなして

いると，星からあふれたガスが中性子星の磁極に

おちこんでゆき，高温のプラズマになる。この種

の天体は X線のパルスを出し， X線ノ fルサーと呼

ばれる。 X線ノりレサーの周期は，奇妙な不規則の

ゆらぎを示す場合が多いが，これは中性子星の内

部が固体ではなく，中性子から成る超流動状態に

なっているためと考えられている。なお全天で一

番自転の速いパルサーは，かに星雲の中にあるか

にパルサーで，周期は 0.033 秒。電波，赤外線，

光，紫外線， X線，ガンマ線すべての波長域でパ

ノレスを出している。

一宇宙研一 牧島一夫

加勇田清勇

が潜んでいるのか，その生い立ちから現在までの

フィルムのほんの 1 コマに触れてみたい。その前

に鹿児島実験場と能代実験場との関連について述

べてみると，芋焼酎のメッカである鹿児島実験場

がロケットの打ち上げにおいて国際的にジョウリ

ュウであるならば，一方の清酒のメッカである能

代実験場はこれ又地上燃焼実験において国際的に
(4)

ジョウジョウであり，どちらも長年培われ習熟さ

れた技術が人の心を酔わさずにはおかなかった様

である。両者について別の見方をすれば，それは
(6)

イモセみたいなものではないだろうか。この実験

場も今年 4 月の改組によって初めて実験場として

公認され，それ以来日増しに脚光を浴びてきてい

る昨今である。実験場の呼び名もいつしか横文字

でNTC と呼ばれるよつになっているが， これは

-7-



NoshiroTestingCenter の略である。しかしある

人日しそれは Nippon TradeCenter の略ではな

いかと言うのである。その事の起りはこの実験場

がこの地に芽生えた昭和 36-37 年頃からであろう。

今から約 20 年も前の事である。設立当初は施設と

しての建物は何もなく，実験場の周囲何百町歩と

いう土地にはほとんど草木もなく見渡す限りの大

砂原で西部劇映画を思い出きせる様な光景であっ

た。ここにバラックを建てたりテントを張ったり

して実験に臨んだのである。そのトウジはほとん

ど夏にしか実験を行わなかったためそれでも良か

った。その後実験は春夏秋冬を問わず行われる様

になり，施設，設備系も整備されてきたのである

が， しかし宇宙技術の進歩には追いつけず設備系

等がいろいろと改良きれた。その 1 例を拾って見

るとそれまでの点火管制盤に改良が加えられ，そ

の当時においてはこれぞ正しくテンカの管制盤と

呼ぶに相応しい物が出来上ったのである。しかし

時代の推移と技術の進歩に伴い，コンニチにおい

てそのキノウは過去のものとなってしまったので

ある。しかし管制盤に限らず全てのものに礎があ

ったからこそ今日のものが完成したと言ってよい

だろう。こんな話もある。 トウジのある実験日の

こと，それは雪の降る厳寒な日であった。ロケッ

ト本体は保温のため毛布に似たテントで覆われ，

その中にあるロケットには，推力，圧力，歪，温

度センサ一等の計測用聴診器がロケット外壁に余

す所なく取付けられていた。吹雪の中でのこの作

業を行うのは大変なことであった。歪計測班の人

が歪の計 i~1jをする前に手足や体が歪んじまったと

いうので，大笑いした事もあった。また班員の 1

人が本部のある建物から約 100 m離れたテストス

タンドへ行ったきり帰ってこない。チーフが「ユ

キダオレになっているのではないか，誰か見てこ

い」と言うと，他の班員が「チーフそれは酒落で

すか」と聞いて「ふざけている場合ではない」と

怒鳴られたとか。捜しに行って見ると雪溜りで足

を捻挫して，まさにユキダオレになっていたので

ある。今日からすれば遠い昔の話のようである。

以上述べたような事などは氷山の一角であるが別

名の NTC を表わしているのではないだろうか。実

験場が海岸(砂浜)に近い事も手伝ってか，最近

は夏の一実験が終わると凪た夏海の真只中に沈み

ゆく太陽を讃美しながら，省エネ時代に相応しく

海岸に打ち寄せられた木切れで焼肉をし，夕陽に

ヨッテか生ビールにヨッテか頬を赤らめながら幻

想的な夏海の夕暮れを過ごす機会も出てきている。

しかし今日の立派なミュ応えのあるロケットがで

きたのも宇宙と取り組んできた先駆者の方々又こ

れに携ってきた方々の昼夜弛まぬ研究開発とその

精神こそがこれを遂し得たのであると思う。芋焼

酎を飲み過ぎて文脈が乱れてしまった様でー…・。

ではおわりに宇宙が永遠に不滅てやあるごとし宇

宙科学研究所の研究開発も永遠に不滅であること

を信じつつ・・・

〔編集委員会から〕加勇固さんの人柄をご存知な

い方のために，文中下線を施した箇所の正当な味

わい方をこ紹介します。

(1) の「硬軟」と (2) の「難航」は語呂あわせ。

(3) 上流(蒸留 )0 (4) 上々(醸造)。

(5) 勿論， 「いも焼酎」にかけてある。

(6) 妹(芋)背。

(7) の「当(冬)時」と (8) の夏は対照語。加勇固さんら

しさの最も出ている所。

(9) 天下(点火)。

仰の「今日」と ω の「機能(昨日 )J

ω 当(冬)時。

(13) の「行き倒れ」と(1 4) の「雪倒れ」

(15)(16)I酔って」……竿焼酎にかけて。

(1り見応えの「見」と「ミュー(ロケット )J

/1 編\\ 「目に見えて 冬せまりくる 木

(0 ~~~21) の葉道」早いもので今年ももう 2
又ζ二二 7 ヶ月を残すのみとなった。宇宙研

も設立され半年はすぎ ISAS ニュースも第 8 号

をかぞえるようになった。 1982 年のニュースの

ため今編集員諸君あれこれと苦慮中である。

--¥
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